
　ポイントを共通利用している他のマナカ交通事業者とのポイント水準の均衡を
図るとともに、平日のピークシフトを促進するため、令和５年７月１日（土）より
マナカマイレージポイントのポイント率などを変更

○利用時間帯ごとに異なるポイントを、すべての時間帯に共通の基本ポイント
に変更

○ポイント率を変更
○平日昼間時間帯のボーナスポイントを新設

■マナカマイレージポイントの制度変更

変更後

通常ポイント
10～13％

平日昼間以外 平日昼間以外 平日昼間 土・日・休日平日昼間 土・日・休日

基本ポイント
1～4％

昼間ポイント

市バス

地下鉄

市バス

地下鉄

平日昼間ボーナスポイント

市バス
30％

地下鉄
20％

地下鉄
20％

市バス
30％

変更前

区　分 事　　項 内　　　　　　　　　　容

深夜１、２系統及び金曜
日・休前日の最終バス延
長の休止を継続

４年度と同じ

令
　
和
　
５
　
年
　
度

市バス 深夜時間帯の運行の
休止

市民の身近な移動手段で
ある地下鉄の利便性に配
慮しつつ、お客さまの利
用動向の変化に対応する
ダイヤへの見直し
・桜通線
　（令和5年9月（予定））
・鶴舞線、上飯田線
　（令和6年3月（予定））

（桜通線、鶴舞線共通）
a　始発時刻及び終発時刻は現行維持
b 平日の昼間時間帯の運転間隔　現行7分30秒→10分に変更
c 土休日の朝間時間帯の運転間隔　現行6分→7分30秒に変更
（鶴舞線）
a　平日の朝間時間帯の運転間隔　現行4分→4分30秒に変更
b　平日の夕間時間帯の運転間隔　現行5分→6分に変更
※上飯田線は、名古屋鉄道株式会社と協議の上決定

地下鉄 地下鉄のダイヤ改正

東山線の金曜日及び休前日
の終電延長の休止を継続

４年度と同じ深夜時間帯の運行の
休止

国内外の旅行者が減少し
ているため、駅への配置
の休止を継続

４年度と同じ地下鉄駅コンシェル
ジュの休止

ポイントを共通利用して
いる他のマナカ交通事業
者とのポイント水準の均
衡を図るとともに、平日
のピークシフトを促進す
るため、ポイントの付与
方法を変更

下記のとおり市バス・
地下鉄

マナカマイレージポ
イントの制度変更事

業
環
境
の
変
化
へ
の
対
応

294,500
98,200
1,014両年度末

182,200
782 135年度末

1日
1日 1,164,700

令和５年度予算

令和５年度予算

25,741
19,111
15,558
6,630
6,404

27,259
27,105
13,895

144
10

△ 8,086
△ 1,863

ー
△ 1,863

△ 37,204

88,264
79,740
73,531
8,524
5,037

84,566
77,696
26,926
23,956
6,860
3,469

10
△ 2,464

2,292
4,049

△ 1,757
ー

2,292
△ 207,215

19,531
13,620
3,232
1,771
633
275

48,109
17,315
15,932
4,038
4,049
6,765

10
△ 28,578
△ 54,955
127,558

△ 182,513
357,581

令和５年度予算

令和５年度予算

3,807
3,727

80
5,369
3,844
1,515

10
△ 1,562

△ 67
8,137
2,823

企業債残高
債務超過

特例債元金償還補助金
実質経常収支（※1）

（※2）

営業収支
経常収支
特別収支

営業収支
経常収支

特別収支

平準化債償還金

　　　残高

企業債残高

　令和５年度予算では取り組みの方針を、『新型コロナウイルス感染症の影響やエネルギー価格の高騰など
社会経済情勢の変化に的確に対応するとともに、名古屋市営交通事業経営計画２０２３の理念である「安全
最優先のもと、快適さ、便利さを積極的に高めることにより、誰もが安心して利用できる市バス・地下鉄」
を目指し、計画に掲げた施策・事業を着実に推進します。』とし、「新型コロナウイルス感染症等への対応」、「安
全・安心の推進」、「快適・便利の向上」、「まちの活性化への貢献」及び「安定した運営基盤の確立」に重点
を置いた予算編成を行いました。

（※1）実質経常収支
　　　 実質的な経営成績を表すために、一般会計補助金のうち「特例債元金償還補助金」を経常収支から除いたもの。
（※2）実質資金不足額
　　　 実質的な資金不足の実態を表すために、資金不足を補うために発行した企業債の残高を含むもの。

令
和
５
年
度
の
予
算
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